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はじめに
スタンダールの小説『アルマンス』（1827年刊）の第31章，すなわち最終章については，これま
でとりわけオクターヴの死が注目され実にさまざまなコメントがなされてきた。例えば，アンリ フ
ランソワアンベールは「ギリシア沖でのこの自殺は，オクターヴの愛が不可能であることと同時に，
彼の政治的存在が無であることを象徴している1」と断言している。また，アンリマルチノはオク
ターヴの死を，二人の主人公の間に生じた藤を終了させるものとしてとらえている。「したがって，
アルマンスとオクターヴの間にはごく自然に藤が生じ，藤は絶えず再燃し，その収まりは結末に
なってようやく しかも古典悲劇におけるように死によってもたらされることになる
2。」一方ヘレ
ナシロニーは，オクターヴの自殺は衰退する貴族階級に許された唯一の結末を意味しているかも知
れないと述べている3。さらに，オクターヴの死についてはこれまで研究者によってその詩的性格，
美的性格，音楽性が強調されてきている。シロニーはカロス山の ・Kalos・が「美」を意味するギリ
シア語の ・Kalos・の書き換えであること，自殺のシーンそして死体の「類稀な美しさ」を挙げて，
オクターヴの自殺を「美への逃避」（l・evasiondanslabeaute）であるとし，「『アルマンス』の結
末は小説の写実主義的虚構を超越して詩の中に消える」と指摘しているし4，ドミニックフェルナ
ンデスは「小説はこの死と美のイメージで終わる5」と断言している。同じく自殺とは言っても，『カ
ストロの尼』のエーレナは短刀で心臓を突き刺す，いわば自刃であって，『ミナドヴァンゲル』
のミナはピストルを心臓に打ち込んでおり，両者の場合には多量の流血が容易に想像されるし，未完
に終わった『ラミエル』にしてもプランを見れば，ラミエルがヴァルベールの仇を討つために裁判所
に火を放ち，自らもその火に巻かれて死ぬことが示されていて6，彼女の身体の損傷は相当に激しい
はずである。これらのケースに対してオクターヴは「アヘン7とジギタリスの混合物」を飲んだので
あるから，身体上これほどの大きな損傷はないはずであり，こうした自害の仕方も美的シーンの創出
に一役買っていると言えよう。そしてこの自殺の語りについては，ことばのリズム，メロディーが読
む者の注意を引いており，ジャンプレヴォーは「トゥーレのような詩人たちはこの最終章において，
奇数音節の美しい文章のリズム，ハーモニーを正当にも賞賛しえた8」と述べている。マルチノは
・Kalos・ということばに注目して，「この音の響きが，非常に純粋なメロディーを持つこのページに
おいてどれほど効を奏しているかに感心しよう。オクターヴの死を表現するのに，これ以上に感動を
与える音楽性を想像することはできるだろうか9」と明言している。
しかし，オクターヴの死については指摘しておかなければならない重要なことがまだ残っているの
ではないだろうか。「傑作10」とされた最終章についても再考する余地があるのではないだろうか。
オクターヴの死そして最終章に新たな光を当てること，それが本稿の目的である。
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I オクターヴの死の特殊性
スタンダールの小説作品では自ら命を絶つ主人公は数多く，既に言及したミナ，エーレナの他に
『ほれぐすり』のリエヴァンも自殺を遂げているし，さらに『赤と黒』の主人公ジュリヤンの死はも
ちろんのこと，『パルムの僧院』の主人公ファブリスの死までも自殺と解釈する向きもある。ジュリ
ヤンは死刑を免れることができたかも知れないのに，敢て自ら死刑を求めた点で自殺に等しいし，フ
ァブリスは修道院に入った後わずか一年で死んでしまうため，ベアトリスディディエは彼の修道院
入りを「自殺のキリスト教的形態」（uneformechretiennedesuicide
11）と呼んでいる。したがっ
て，オクターヴの自殺もそれ自体はことさら目新しいものではないし，むしろスタンダールの小説の
常套的展開であるとさえ言える。また研究者の間には，スタンダールの主人公たちの死に積極的に共
通点を見て取る向きもある。例えば，ジャン ピエールリシャールはジュリヤン，ファブリス，オ
クターヴの死がいずれも，肉体の苦痛や精神的苦しみを伴った恐ろしいものではなく，穏やかである
点を指摘している12。
しかし，オクターヴの死はスタンダールの小説世界において極めて特殊である点を指摘しないわけ
にはいかない。まず，決して軽んじてはならないのは，死の舞台そして背景となる海である。フラン
スは，当時も今日も，イギリス海峡，大西洋，地中海，ドーバー海峡という海に接している一方，ピ
レネー，アルプス，ジュラ，ヴォージュの各山脈並びに中央山塊など山々も豊富にあり，海にも山に
も恵まれた国である。こうした地形を持つ国にあって，スタンダールは言うまでもなく，周りを二千
メートル級の山々に囲まれた町，グルノーブルに生まれ，十六歳になるまでそこで暮らした。先祖を
見ても，父方，母方とも数代にわたってこの町で生活してきたことが判明している。母方のガニョン
家はアヴィニョン近隣の出身であるが，スタンダールの母方の曾祖父アントワーヌガニョンはアヴ
ィニョンで生まれた後，グルノーブルでエリザベットサンテールと結婚して，1728年にグルネッ
ト広場とグランド リュの角の家を購入し，グルノーブルで亡くなっている。その息子，つまりスタ
ンダールの祖父アンリガニョン，アンリガニョンの娘，つまりスタンダールの母親アンリエット
もまたグルノーブルに生まれ没している。父方のベール家はランス アン ヴェルコール（イゼール
県）の出身であり，曾祖父ジョゼフベールはグルノーブルで亡くなっており，その息子，つまりス
タンダールの祖父ピエールベール，ピエールベールの息子すなわちスタンダールの父親シェリュ
バンベールもまたこの町で生まれて暮らした。父方の家系については，スタンダールの父親，祖父，
曾祖父ともグルノーブル高等法院の代訴人であったが，この家系には山と深く関る仕事をしていた者
もいたことを忘れてはならない。すなわち，スタンダールの曾祖父の実兄，スタンダールが言うとこ
ろのベール家の「家
・
系
・
の
・
嫡
・
流
・13」を代表していたピエールベールは，グルノーブルの西北六キロメ
ートルに位置するサスナージュの山林監督官の職を得ていた。
スタンダールの人生における山の重要性は自伝作品『エゴチスムの回想』の次の一節で明瞭に語ら
れている。「物質的観点からパリは全く気に入らなかった。1803年頃でさえ，周りに山がないのでパ
リは大嫌いだった。故郷（ドーフィネ地方）の山々は人生の最初の十六年の間，私の心の情熱の証人
であり，そうして決して抜け出せなかった習
・
慣
・
［…］を与えてくれた14。」自伝『アンリブリュラ
ールの生涯』によれば，このパリにおける山の不在は，長い間夢見たこの都市にようやく出ることが
かなったその時既にアンリの心を締め付けていた要因であった。「では，これがあれほど望んだパリ
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だったのか！ 山と森がないことで私は心が締め付けられていた15。」この自伝では第13章において
レゼシェルへの旅行が，第44章においてサン ベルナール峠越えが語られており，アンリはこの
二つの体験を通して幸福に浸るのであるが，標高2,473メートルに及ぶ大サン ベルナール峠は言う
に及ばず，レゼシェルもまた山々に囲まれた地であることは見逃せない。これに加えて，スタンダ
ールは後に，1809年4月16日付のフェリックスフォールに当てた書簡で記しているように，アウ
クスブルクに向かう途中でアルプス山脈を目にし，「幸福の時」（momentdebonheur16）を体験し
てもいる。ロマンコロンは，スタンダールがグルノーブルに短期間滞在した目的はいつもドーフィ
ネ地方の美しい山々を見ることであった，と「アンリベールの生涯と作品に関する略述」で述べて
いる17。たしかにスタンダールは1831年からイタリアの小港チヴィタ ヴェッキアのフランス領事
となるし，イギリスには生涯で三度足を運び，1805年から約二年港町マルセイユに滞在した経験が
あるが，彼は地中海，ましてや大西洋を渡ったことはなく，船酔いする体質であり18，少なくとも
『アンリブリュラールの生涯』執筆時期まで水泳を習ったことはなかった
19。
上で見た作者本人の人生と山との関りは小説世界にも及んでいる。たしかに『ラミエル』第1章の
はじめでは「みんなはスイスを賞賛する。だが，スイスの山々に行くには退屈な三日間，税関の冷遇，
そして査証付きの旅券という代価を払わなければならない。［…］海がなければどの風景も完全に美
しいとは言えない20」というように，スイスの山を退けて海を高く評価する語り手「私」の姿勢がは
っきりと打ち出されるとともに，カルヴィルは「海の近く」に設定されているし，『カストロの尼』
でもエーレナの住む町アルバノは海から三里の平原を隔てたところ，海風が吹いてくるところに設定
されている21。『薔薇色と緑』でもミナが住むケーニヒスベルクの町はフリシェハフという海峡に
隣接している22。
ところが『赤と黒』，『パルムの僧院』を見てみると，そこでは圧倒的に海よりも山の存在が強い。
ヴェリエールは北方に「高い山23」，つまりジュラ山脈の一支脈がそびえた町であるし，ジュリヤン
はそこの製板小屋の息子であり，「ヴェリエールにそびえる高い山の中に住んでいる24」材木商フー
ケのところへ行く時など，何度も山を登っている。たしかに『赤と黒』最終章の終わりの方には「長
い間海に出ていた航海者にとっての陸地の散歩のように」（commelapromenadeaterrepourle
navigateurquilongtempsaetealamer
25）という具合に，海に関る直喩が用いられているもの
の，ジュリヤンは処刑された後には希望どおりに「ヴェリエールにそびえる大きい山」の洞窟に葬ら
れる。一方デルドンゴ家は15世紀に，アルプス山脈に位置するグリアンタに城を建設していて，
ファブリスはその城で幼い日を過ごしているし，ワーテルローの戦いに赴く際にはサン ゴタール峠
を越え，フランスから帰国する際にも再度アルプス山脈を越えたはずである。ファブリスはまたピア
チェンツァでジーナに会った後ナポリの神学校に入学する際，そしてナポリからパルムへ行く際にも
アペニン山脈を越えたと考えられる。作中極めて重要な場所となっている高所，パルムの牢獄の窓か
ら見えるのは海ではなく，アルプスの山々であり，それはファブリスが入牢した夜には月，薄明かり
を伴って「崇高な光景26」を呈していた。それを見て彼はこのように思っていた。「このすばらしい
世界でクレリアコンティは暮らしているのか！ 彼女は思慮深くて真面目な心の持ち主だから，他
の誰よりもこの眺めを享受しているにちがいない。ここにいるとパルムから百里離れた人気のない山
中にいるようだな。」また，脱獄後に彼が身を落ち着けるのも，アルプス山脈に位置するベルジラー
テ，ロカルノである。ファブリスの一生を再び振り返ってみても，彼は一度も大海を渡った形跡がな
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く，その一生は多く山と一緒にあったと言ってよい。なるほど，『パルムの僧院』では大量の水も欠
くことのできない要素になっているけれども，それは海ではなく，山中にある大量の水，すなわちコ
モ湖，マジョーレ湖といった湖である。
これまで考察してきたように，スタンダールは海よりも山と極めて密接な関りを持った作家である。
このような作家が主人公の死の舞台そして背景に敢て海を選択したという意味において，オクターヴ
の死は特異なものであると言わなければならない。そして我々はこの海の導入に，『アルマンス』執
筆のきっかけをつくったデュラス公爵夫人の影響を見ることもできるだろう。というのも，デュラス
公爵夫人の小説においては海は明らかに，欠くべからざる重要な要素となっているからである27。
さらにオクターヴの死については，その描写の詳しさが注目に値する。『赤と黒』の場合には，「と
ぎれとぎれの文体。修正すべし28」という，1835年12月1日に記されたメモが『赤と黒』ブッチ本
の終わりの見返しに残されており，『パルムの僧院』の場合には出版者アンブロワーズデュポンの
要請によって終わりの部分が短縮され，それを残念に思ったスタンダールは新版では「終わりのシー
ンを適切に発展させ29」て三巻本にする意図があったという事情があるにせよ，レナール夫人，クレ
リア，サンセヴェリーナ公爵夫人そしてファブリスの死は端的にあるいは暗示的に語られている。
Ele［MmedeRenal］necherchaenaucunemaniereaattenterasavie;mais,troisjoursapres
Julien,elemourutenembrassantsesenfants30.
レナール夫人は自ら命を絶とうとは一切しなかった。だが，ジュリヤンの死から三日後，子供たちを抱き抱
えて死んだ。
Ele［Clelia］nesurvecutquedequelquesmoisacefilssicheri,maiseleeutladouceurdemourir
danslesbrasdesonami.［...］ele［lacomtesse］nesurvecutquefortpeudetempsaFabrice,
qu・eleadorait,etquinepassaqu・uneanneedanssachartreuse
31.
クレリアは非常にいとしいこの息子より数箇月しか生きながらえなかったが，恋人の腕の中で死ぬ喜びをえ
た。［…］伯爵夫人［＝サンセヴェリーナ公爵夫人］は愛していたファブリスよりもほんのわずかの間しか
生き延びなかった。ファブリスは修道院で一年しか過ごさなかった。
これら四名の死に対して，単純に語りの量からしても明らかなように，オクターヴの死は比較的詳
細にかつ具体的に描かれている。
Etaminuit,le3demars,commelaluneselevaitderrierelemontKalos,unmelanged・opium et
dedigitaleprepareparluidelivradoucementOctavedecetteviequiavaitetepourluisiagitee.
Aupointdujour,onletrouvasansmouvementsurlepont,couchesurquelquescordages.Le
sourireetaitsurseslevres,etsararebeautefrappajusqu・auxmatelotschargesdel・ensevelir
32.
そして三月三日の真夜中，月がカロス山の背後に昇っていた時，自ら調合したアヘンとジギタリスの混合物
はオクターヴを，彼にとってかくも波乱に富んだこの人生から静かに解放した。明け方，甲板で身動きせず
数本の綱の上に横たわったオクターヴが見つけられた。唇には微笑が浮かんでおり，その類稀な美しさは埋
葬する役目を担った船員たちの心までも打った。
数十行あるいは数ページにわたって描写が長々と続いているわけではないが，それでもカロス山，
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暗闇の中にあらわれる月，綱，死に顔に浮かぶ微笑，死体の希有な美しさ，こうした細部にまでわた
る描写は，スタンダールの主人公の死にあたっては，看過してはならない特筆すべきものである。
『エゴチスムの回想』に「私は外観の描写が大嫌いだ。外観を描写するのにうんざりして，私には小
説が書けないのだ33」とあるように，スタンダールは外観の描写を好まず，外観の描写にあまりペー
ジを費やさなかった作家であるからにはなおさらである。細部にわたるまでの描写がなされていると
いう点においても，オクターヴの死はスタンダールの小説世界にあって特殊である。
この「長い」死の描写は航海の観点から見た場合も特異である。なるほど，スタンダールの作中人
物は誰一人海を渡らないわけではなく，ジュリヤンはパリ，ロンドン間を往復した際に航海したはず
であるし，ミヨサンス夫人もイギリスへの亡命にあたって，また息子のフェドールとポーツマスに行
った際に海を渡ったはずである。『ラミエル』の語り手「私」もフランスからハバナに行く際，ハバ
ナからフランスに戻る際に航海したはずである。ところが，密書の使命を帯びたジュリヤンのパリか
らストラスブールへの旅，ファブリスのゾンデルからグリアンタへの帰国の旅は長々と語られている
にもかかわらず，また作者自身イギリスに行ってそこから帰国する時に往路復路合わせて六度海を渡
っており，海をその目で見て知っているにもかかわらず，ジュリヤン，ミヨサンス夫人並びに『ラミ
エル』の語り手「私」の船旅については不思議なまでに全く描かれていない。ジュリヤンのイギリス
行きについては「カレーに向かう道を大急ぎで進みながら，ジュリヤンは自分が遣わされた用事と称
するもののつまらなさに驚いていた。／ジュリヤンがどんな憎しみと嫌悪に近い念を抱いてイギリス
の地を踏んだかについては少しも言うまい34」，イギリスからの帰国については「彼が戻ると」とあ
るのみであるし，ミヨサンス夫人についても「公爵夫人は亡命中，若い時の二十年をイギリスで過ご
しており35」，「ハーテル城近隣の村に住んでいた時36」，「国王がイギリスに追放されているのを知る
と，公爵夫人は息子とともにポーツマスに出発した37」とあるだけである。『ラミエル』の語り手
「私」については，「ルクルー師は私が，ハバナの司教当てのある司祭の推薦状をハバナで入手でき
るようにしてくれた。［…］私は富裕な大農園主のものぐさな生活を送った。五年経つと，パリで裕
福な生活がしたくなった38」とあるだけである。「この独り言の数日後，軍精鋭の軽騎兵第十五連隊
はストラスブールの練兵場で戦闘隊形をとっていた39」という具合に，スタンダールは主人公が旅を
する際その旅程を描かないことも多いのであるが，ジュリヤン，ミヨサンス夫人そして『ラミエル』
の語り手「私」の航海はまさにこうした手法で取り扱われている。ところで，オクターヴの死はまさ
しく航海中の出来事である。航海中の出来事が描かれているという点においても，オクターヴの死は
特殊であると言わねばならない。自殺，穏やかな死という共通点に着目して，オクターヴの死をスタ
ンダールの世界によくあるありふれた死として片付けてしまうのはもはや当たらない。海，細部の描
写，描写された航海という観点からすると，オクターヴの死はスタンダールの小説作品の中で異彩を
放っているのが分かる。
II 南方 :「序」とのコントラスト
ところで，『アルマンス』についてはこれまで，北方の特色が強くあらわれていることが指摘され
てきた。C.W.トンプソンは「『アルマンス』の鍵と北方のロマン主義的特質の両面性」と題する論
文において，この小説はロマン主義的イギリスとロマン主義的ドイツの色に強く彩られていると述べ
つつ，『アルマンス』に「北方の色調」（latonaliteseptentrionale
40）を見て取っている。
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しかし，『アルマンス』においては南方の要素も存在することをないがしろにしてはならない。ま
ず最初に，クレ夫人，ヴォレップ，リセ男爵，メラン氏，セサン侯爵夫人，ラロンズ夫人，サン
チミエ家の人々など，物語の主要な舞台であるパリ，アンディイを中心にしてその南に位置するドー
フィネ地方の土地の名を名前としている人物が複数いることが指摘できる。スタンダールは自分の故
郷，ドーフィネ地方の地名を多くの人物の名前に用いたわけである。次に，南方から来た人物たちを
挙げることができる。誰よりもマリヴェール家はドーフィネ地方のマリヴェールに領地を持つ貴族で
あり，南の出身である。「いつものプロヴァンス地方の辛辣さ」，「少々軽卒でかなり意地の悪い南仏
人41」とあるように，スービラーヌが南仏の出身であることは語り手によって強調されている。また，
「ボニヴェ夫人が，家名発祥の地である，ポワトゥー地方の奥地にある古城へ出発することが話題に
なった42」とあることから，ボニヴェ夫人もパリを中心にしてその南からやって来た人である。アル
マンスにしても，パリよりも緯度の低いところに位置するセバストポリで生まれたからには，やはり
南方の出身者であると言えるし，これに加えてクレ夫人もまたナポリという南方からやって来た人物
である43。さらに言うならば，アルマンスの母親はフランスを出国してミタウ（イェルガヴァ。リー
ガの南西に位置）の宮廷で過ごした人物であるが，彼女はその宮廷にいる間，南方からの出身者であ
ったことになる。小説世界には，南から北へと赴いた人物たちの移動の足跡がたしかに見て取れる。
しかしながらその一方で，作品ではその逆の動き，つまり北から南への動きも問題となっている。
オクターヴは半年の間アンディイを留守にした場合どうするのか，二つの計画をアルマンスに直に語
るが，そのうちの一つはブールジュ，オーリヤック，カオールへと向かうものであり，残りのもう一
つはジュネーヴかリヨンに行こうとするものである。
「［…］もし六箇月の間アンディイを離れるとしたら，イギリスに行くよりももっとおもしろい計画が二つあ
る。
第一の計画はルノワール氏という名前になることなんだ。この立派な名で，僕は算術，応用工芸幾何学，
その他お望みの全ての学科の授業をしに地方へ行くだろう。ブールジュ，オーリヤック，カオールと道をと
るだろう。［…］
僕はあなたに良い方の計画を打ち明けるのをためらうけれど，ピエールジェルラと名乗って，ジュネー
ヴかリヨンに第一歩を踏み出しに行くのさ。［…］44」
ブールジュはフランス中部，ベリー地方に，オーリヤックは中央山塊西部に，カオールはフランス
南西部，ケルシー地方に位置する町であり，オクターヴの計画はいずれも南下するというものである。
しかも，オクターヴはこの二つの計画を「以前からの考え」と言っており，このことからすると彼は
南に行く考えを長い間抱いていたことになる。
またドーマール夫人のことばをきっかけにアルマンスを愛していることを自覚した主人公は旅に出
ることにするが，その行き先として挙がるのはギリシア，ナポリ，もしくはイタリア，シチリア，ギ
リシアである。彼は母親，次いで父親に以下のように言っている。
「［…］ギリシアに行くことをお許し下さい。もしお母さまがお望みならば，お父さまにはナポリに行くと申
しましょう。あそこにいれば，まるで偶然であるかのように好奇心に駆られてギリシアに行くことになるで
しょうから。［…］」
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「［…］イタリアとシチリア島を旅することの同意とお許しを乞いに来ました。お父さまには隠しませんが，
この告白をするのはお父さまに対してだけなのですけれど，シチリア島からギリシアに行くことになるでし
ょう。［…］45」
オクターヴばかりかアルマンスもまた南への移動を問題にする。ボニヴェ夫人邸の庭でオクターヴ
に涙を見せてしまった後自室に戻ったアルマンスはイタリアの修道院へ行くことを考え付くし，オク
ターヴと結婚した場合のことを考えるアルマンスはドーフィネ地方のマリヴェールの地に行くことを
思い付いている。
「ああ！」妄想の中でアルマンスはことばを継いだ。「イタリアへ行って修道女にならなければいけないかも
知れないわ。［…］46」
あの人がよく話してくれる，ドーフィネ地方のあの美しいマリヴェールの地で一年のうちの十箇月を過ごさ
ないって法はないわ47。
また，決闘で負傷したオクターヴの治療にあたっては南方行きが持ち上がる。「腕の傷が常に痛み，
時々それで熱が出てさえいたので，医者たちはオクターヴをバレージュの温泉に行かせるよう勧め
た48。」バレージュとは言うまでもなく，ピレネー山脈に位置する町である。
ここで是非とも注目したいのは，これらの南方への動きはいずれも，人物たちの脳裏を過ぎるだけ
で，実現されないことである。半年の間アンディイを留守にして南方へ行くオクターヴの計画は二つ
とも実行に移されることがないまま終わるし，イタリア，シチリア，ギリシアへ行く計画はたしかに
実行されはじめるけれども，それはアンディイからパリへ赴いたところで決闘によって中断されてし
まう。アルマンスはイタリアの修道院に入らずに済ますし，彼女がオクターヴと二人でドーフィネ地
方のマリヴェールの地に行ってそこで暮らすことはない。数名の医者が提案したバレージュの温泉行
きは，デュケレル医師がアンディイでの療養を勧めたことで退けられてしまう。「しかし，デュケレ
ル氏はどの病人も同じように扱わない術を心得ており，この病人の回復には少々新鮮な空気で十分で
あると主張し，秋をアンディイの丘で過ごすように病人に命じた。」このような観点からすると，最
終章でのマルセイユ行き，ギリシア行きは実現された南方行きとしてたちあらわれてきはしないだろ
うか。つまり，小説は南の要素を色濃く出しながら幕を閉じるわけである。
ここでこの小説の「序」（Avant-propos）を思い起こしてみたい。「序」ではたしかに，「ポルト
が（『粉挽き女』の中で）実に巧みに言うのを聞いた次のことば49」というように，マッテーオポ
ルトが言及され，次いでジョヴァンニパイジエッロ作オペラ『粉挽き女』の一節がイタリア語のま
ま引用されている。しかし，「序」は北方の色合いを出してはいないだろうか。「序」のはじめでは，
「ロンドンでは非常に刺激的な小説が書かれている」とあり，続いてその例として『ヴィヴィアン
グレイ』，『アルマックス』，『上流社会』，『マティルダ』という英文学が挙げられている。上でイタリ
ア語のオペラの一節に言及したが，これはナポレオンがロシアに行く時に絶えず口ずさんだものとし
て引き合いに出されている。さらに「序」の終わりの方では，「私には，ドイツ的でロマン派的な誇
張ほど退屈なものは何もない」というように，ドイツが想起される。ロンドン，英文学，ロシア，ド
イツというように，「序」はフランスを中心にして北の地域を呼び起こす。既に我々は最終章が南方
の色合いを強く帯びていることを見たが，北方と南方，この点において最終章は「序」とコントラス
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トをなしていると言えないだろうか。北方の風向きではじまった小説は南方の空気で終わる仕組であ
る。
III 第1章とのコントラスト
我々は上で最終章が「序」と対比していることを見たが，この対比の構図はさらに第1章をも巻き
込んでいる。
これまでに，最終章は第1章と呼応していることが研究者によって指摘されている。シロニーは第
1章の次の二箇所，つまり「オクターヴは何も望んでいなかったし，何も彼に苦悩も喜びも引き起こ
さないように見えた50」，「特別な人間のように，他の人たちから離れて51」と，最終章の次の二箇所，
「非常に驚いたことに，オクターヴはこの義務を果たしながら，何ものも苦痛ではないことに気が付
いた。それは，もはや何ものも彼の関心をかきたてなかったからである。彼はこの世で死んだも同然
であった」，「アルマンスの心変わり以来，人間というものはオクターヴにとって無縁の存在だった52」
に類似性を認め，さらに最終章における母親への回帰を挙げつつ，以下のように述べている。
小説全体が，主人公と読者を出発点，欲望の零度に戻す結末を準備している。少しの期間自分から解き放た
れたオクターヴは，いつもの不信と他性を取り戻す。最終章は第1章に呼応している53。
しかし，果たしてシロニーの言うように，最終章と第1章はどこまでも呼応の関係にあるのだろう
か。たしかにシロニーが挙げる，第1章と最終章の類似性に加えて，義務，主人公の身体上の美と病，
医者など，第1章と最終章には共通する点がある。「オクターヴが義務の命ずると思われることにた
めらわずに従うのがいつも見られた54」，「化学の趣味は［…］自らに課した義務だったんです55」
（第1章），「非常に驚いたことに，オクターヴはこの義務を果たしながら，何ものも苦痛ではないこ
とに気が付いた」（最終章）とあるように，オクターヴは第1章でも最終章でも義務を果たしている。
彼の身体については，第1章には「この上なく美しい黒くて大きい目」（degrandsyeuxnoirsles
plusbeauxdumonde56），「あれほど美しくてあれほどやさしい目」（yeuxsibeauxetsitendres57），
最終章には死体の「類稀な美しさ」（rarebeaute）とあり，両章でその美しさが言及されている。
また，第1章ではオクターヴの病が語られ，最終章では彼は病を装う。そして主人公は第1章でも最
終章でも医師によって診察される。
しかし，第1章と最終章はむしろ対立の関係にあるのではないだろうか。まずは，両章では母親と
息子の間に入れ代わりが起きていることに注目したい。第1章ではオクターヴの母親，マリヴェール
夫人の死が話題になっている。「そしてオクターヴは，その書類［＝マリヴェール夫人の遺書］を机
の引き出しの中に戻した。その書類の名はたいへん辛くて，ごく間近に起こるかも知れない出来事を
思い出させるものであった58。」しかし最終章で問題になるのはマリヴェール夫人の死ではなく，言
うまでもない，その息子の死である。マリヴェール夫人は死ぬどころかオクターヴの死後も生きなが
らえ修道女となっている。また，第1章ではマリヴェール夫人の遺書と同時に，マリヴェール夫人か
らオクターヴへの贈り物であるダイヤモンドと馬が話題になっていた。夫人は息子にイギリス馬をプ
レゼントしたし，遺書の中でダイヤモンドを息子に贈与することを記していた。しかし最終章で問題
になるのは，マリヴェール夫人ではなくオクターヴの遺書であり，オクターヴからマリヴェール夫人
への贈与である。「オクターヴは意識がはっきりしているとみんなが言う時に船長を呼んでもらい，
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遺書を書き取らせた。［…］／オクターヴは入念にも，同じような遺書をマルセイユのある公証人の
ところに預けてあった。［…］もしオクターヴドマリヴェール夫人がこの条件を満たすことがふ
さわしいと判断しなかった時には，オクターヴは母親に財産を受け取ってくれるよう懇願していた59。」
さらに第1章では，オクターヴが宗教的生活に入ろうとしていたことが語られている。「オクターヴ
は世の中から身を引き，人生を神に捧げることを長い間考えていた60。」しかし，最終章で宗教的生
活に入るのはオクターヴではなく，アルマンスそしてマリヴェール夫人の方である。第1章と最終章
では息子と母親がさまざまな点で入れ代わっているのが分かる。
オクターヴ一人に限っても，彼は第1章と最終章ではあり方が全く異なっている。第1章では，親
類に会わない上，父親の結婚させたいという強い希望にもかかわらず結婚したがらないオクターヴが
描かれている。主人公とその母親は第1章で以下のような会話を交わしている。
「［…］第二に，賠償法のおかげで僕は結婚させられることになるでしょうから。僕は不幸にも風変わりな性
格をしています。結婚するようにはできていないんです。［…］」［…］
「［…］十八箇月の間，お前は誰にも会いたがらなかったし，顔も見せずにごく近い親戚たちを不快にさせ
てしまいました。お前は絶対に欠いてはならない義務に背いていましたよ61。」
しかし最終章では，主人公はこれとは正反対の状況にある。つまり，オクターヴは苦痛を覚えるこ
となしに親類に会いに行き，親類が結婚に反対するのを知っていながらも結婚にこぎつけている。
Octaveetaittenuaungrandnombrededemarchesnecessairesaupresdegrandsparentsqu・il
savaitdesapprouverextremementsonmariage.Dansdescirconstancesordinaires,rienn・eutete
pluspeniblepourlui.Ilfutsortimalheureuxetpresquedegoutedubonheur,deshotelsdeses
ilustresparents.A songrandetonnement,ilobserva,enremplissantcesdevoirs,queriennelui
etaitpenible［...］.
［...］Lemariagesefit.
親戚の老人たちが結婚に激しく反対するのは分かってはいたが，オクターヴは親戚の老人たちに対して，
必要な手続きをあれこれする義務があった。普通の状況であれば，オクターヴにとってこれ以上に苦痛なこ
とは何もなかったであろう。オクターヴは不幸な気持ちで，幸福にほとんど嫌気が差して，名高い親戚たち
の館から出たであろう。非常に驚いたことに，オクターヴはこの義務を果たしながら，何ものも苦痛ではな
いことに気が付いた。［…］
［…］結婚式が執り行われた。
この引用では，・hotels・（館）の語が複数形に置かれていることにも注目したい。つまり，オク
ターヴは複数の親戚の館を訪ねたということである。加えるに，第1章ではオクターヴの読書，すな
わち読む行為が執拗に話題になっていたのに対して，最終章ではオクターヴは読む行為の反対と言え
る行為，つまり書く行為にひたすら専念する。以下の三つの引用のうち，はじめの二つは第1章の一
節，最後は最終章の一節である。二番目の引用はオクターヴとマリヴェール夫人の会話になっている。
［…］オクターヴは，人間はいかに思考し，いかに欲するのかを二世紀来説明しようとしてきた著作家たち
を研究するに至っていた62。
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「僕はお母さまが指定してくださった書物を読んでいますよ，お母さま。同時に，悪い本と言われるものも
読んでいますが。」「［…］そんなにたくさん本を読んでどうなるか分からないわ！」［…］「［…］お前は十八
世紀の哲学者たちを読んで，きっと神様に背いているのよ。［…］ファイ＊＊＊神父がお説教で敢てその名
を口にさえしなかった恐ろしい新聞がありますが，お前はそれを毎日読んでいるわね。私は知っていますよ。」
「はい，お母さま。僕はその新聞を読んでいます。［…］僕はその後すぐに，主張が全く逆の新聞を読んでい
ますから。」
「［…］でもお前は不敬虔な本を読んでいますもの。［…］63」
オクターヴは意識がはっきりしているとみんなが言う時に船長を呼んでもらい，遺書を書き取らせた。［…］
乗組員全員の前で遺書に署名した後，オクターヴはたいへん衰弱した。［…］オクターヴはアルマンスに
手紙を書いた。［…］毎日オクターヴは愛する人に手紙を書いては新たな喜びを味わうのだった。
主人公は第1章では読む人であったのが，最終章では書く人へと変貌を遂げている。オクターヴの
みならず，マリヴェール氏とアルマンスについても第1章と最終章の間に対比の関係を指摘すること
ができる。マリヴェール氏は最終章で息子の死後世を去るが，我々が第1章で目にするのは，息子を
結婚させることに専心する氏の存在である。第1章における氏の生存は最終章における氏の死と対立
している。アルマンスについては彼女がはじめて語り手の口にされるのは第2章であって，第1章で
は彼女のことは一切語られていない。この点に着目すると，第1章におけるアルマンスの不在は最終
章における彼女の存在と対立していると言えるだろう。
母親の死／息子の死，母親の遺書／息子の遺書，母親から息子への贈与／息子から母親への贈与，
息子の宗教的生活／母親の宗教的生活，親類に会わずに結婚したがらないオクターヴ／親類に会いに
行き結婚するオクターヴ，読む主人公／書く主人公，マリヴェール氏の生存／マリヴェール氏の死，
アルマンスの不在／アルマンスの存在，第1章と最終章は実に多くの点が相反し，それによってコ
ントラストをなしている。最終章は「序」と対立し，そして第1章とも対立しながら小説を閉じて
ゆく。
終わりに
この小説では，第2章で語られる賠償法案の通過が物語展開の大きなきっかけになっていることは，
研究者が一致して肯定するところである。ヴィクトールデルリットは1961年に既にこのことを
指摘していた。彼は「このテーマ［＝賠償金のテーマ］は筋立ての必要不可欠な原動力の一つである。
もしオクターヴの財産が急に増えなかったならば，起きたことのうち何も起きなかったであろう64」
と断言している。「序」及び第1章と最終章では逆転現象が起きていることが明らかになった今，賠
償法案の通過によって国家からマリヴェール家にもたらされた二百万フランが生み出す力は相当に強
かったと言わなければならない。
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